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北病棟チームカンファレンス記録
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・５月連休の食数を日清で把握したいとのことより、外泊・外出者名簿を4/27までに栄養まで提出をお願いします。
　北病棟では、小坂君子様・木村梅子様の2名おり、連絡済みです。　　　　　　　
・本日各病棟へ次の番組表を配付致しましたが、最終日の5/2分が抜けていたようです。印刷をし病棟ボックスへ入れてありますので、先に配付分に追加願います。

・小坂Ｄｒの縫合セットについて、小坂Ｄｒが東病棟の患者様を診察した際、自分の病院から縫合セットを持参して使用しています。小坂Ｄｒより、今後も自分の持ってきた縫合セットを使用する場合もあるので、言われたらすぐに出せるように、全病棟周知・徹底しておくようにとの指示がありました。
小坂Ｄｒが、持ってきた縫合セットは、東病棟Ｂユニットに置いてありますので、使用する際はよろしくお願いします。

・医療事故対策委員会より、医療安全情報「湯たんぽ使用時の熱傷について」が広報されました。各部署におきましてはミーティングなどで活用ください。

　詳細はＷＩＺ掲示板にアップしていますので各自確認お願いします。
＜患者様の連絡事項＞

・島浦　美千男様～本日、PSWと岩手銀行へ通帳作りに外出しています。

　　　　　　　　　現在、関東に住んでいる弟様が通帳管理し、医事からお小遣いを頂いておりましたが、今後、青風荘へ入所する(5/3入所予定)と金銭管理は自分で行う事となる為、通帳を作り、その通帳に小遣い、生活費が振り込まれるようにする為の手続きをしています。ご家族様の要望にてカードはご家族持ちで通帳は本人が持つ事になります。カードは小中野の自宅へ送ってもらう事にしています。5月3日御家族へ確認して頂けるようPSWより説明する事としています。退院後5月3日から5月5日まで小中野の自宅へ外泊するとの事です。青風職員へ外来受診の曜日について確認したところ金曜日で良いとの事です。主治医へ確認していく事としています。
・井上　和美様～本日、歯科受診されています。本日は削るのみの治療で帰院されています。次回は4/26　11：30～の予約となっています。

　　　　　　　　現在も食事時、スープは飲まれる事もありますが、みそ汁は飲まれずにおりますので、今後も歯痛の有無、食事摂取状況の観察・確認をおこなっていきましょう。

・島浦　美千男様・沢田三朗様～5/1　13：00～療養検討会議の予定となっています。

　　　　　　　　　　　　　　受持ち担当は必要部署へメールでの連絡、準備をお願いします。

＜注目患者様ケア状況＞

・蛯名　勝幸様～外泊後より声高の笑い・多弁さみられ軽躁状態となっていました。昨日、全体の事を振り返っていただいています。本人様は、その後は意識しているのか、少し落ち着いて過ごす事出来てきています。客観視できている事は評価していきましょう。

　　　　　　　　今回の外泊にての様子についてご家族様からの話し等聞くと、スタッフとの回復イメージが違い過ぎているのではないか？と感じられる部分あり、担当スタッフは再度ご家族様との話し合いの場を設けてみましょう。

　　　　　　　　また、現在よこまちスーパーが改装の為閉まっており、本人様より｢ニュータウンのユニバースへ行きたい｣との話しあり。その際はご家族様へ許可を頂くようにしましょう。

睡眠が不安定になると、良くない事は本人も自覚されておりますが、夜間の睡眠状況の確認・気分の高揚・他患者様とのトラブル等、確認・観察していましょう。

＜皮膚科診察＞

・浅野　秀子様～両上肢の痒みの訴え聞かれています。

　　　　　　　　急性湿疹の診断あり。デルモゾールＧ軟膏　１回/１日の指示あります。掻痒感の訴え・患部の状態の観察をおこなっていきましょう。

＜ＳＳＴ評価セッション＞

・Ａグループ～ウォーミングアップでは病棟新人スタッフの自己紹介をおこなっています。

　　　　　　　４月の目標の振り返りでは殆どの方が目標を覚えていました。

　　　　　　　中野渡鉄男様は目標に笑顔を取り入れており、出来ていたと表情良く話しています。

　　　　　　　全員、発言力あり全体的に楽しい雰囲気で行う事できておりました。

・Ｂグループ～短期目標の振り返りとロールプレイを行っています。

　　　　　　　ほとんどの方が目標を覚えており発表できています。ロールプレイでは、滝田英人様にモデリングになって頂き、それを見本に滝澤久江様に練習して頂いています。

　　　　　　　最後に一人づつ大きい声で発生練習し終了しています。

居眠りする方もいなく穏やかな雰囲気で行う事できておりました。

・Ｃグループ～短期目標の振り返りとロールプレイを行っています。

　　　　　　　目標はほとんどの方が覚えており、坂本秀男様は｢出来ている｣と話

しておりロールプレイを行って頂いています。

目標があまり達成出来なかったと話す方へは、どのようにしたら達成できるか考えて頂いています。全体的に盛り上がっています。

・Ｄグループ～４月の目標はほとんどの方が忘れず発表できています。

　　　　　　　目標の振り返りでは、きちんと出来なかった理由をスタッフへ、ま

とまりある内容で伝える事できています。

スタッフの声掛けにハキハキと話し、全体的に明るい雰囲気で行う事できておりました。

＜勉強会＞

推算糸球体濾過量　＝　eGFR

平成20年4月20日　市島　正江

eGFRとは、

採血検査で腎機能がわかる、優れものの検査。

慢性腎臓病は、腎臓の機能が低下し、腎臓が障害をおこした状態です。

その目安が、蛋白尿と腎機能です。

腎機能は、腎臓が時間あたりに処理できる尿量であるeGFR(　推算糸球体濾過量　)で判定します。

GFRを正確に測定するためには、1日分の尿をためる検査が必要ですが、煩雑です。そこで、腎機能が低下すると、血液中のクレアチニンというタンパク質が濾過されず血液中に溜まってくることを利用して、採血検査だけで簡単にGFRを測定する計算式が登場しました。これが、eGFR(　推算糸球体濾過量　)です。

eGFR(　推算糸球体濾過量　)は、

eGFR(ｍl/min/1.73m2)＝0.741×175×年齢―0.203×血清クレアチニンー1.154

　　　　　　　　　　　　女性はこれに×0.742　　で計算できます。

eGFRが60以下の人は、腎機能の低下が疑われます。










